
広 報広 報

Sakuragawa Public RelationsSakuragawa Public Relations

5
■ 平成18年度当初予算

■ 市職員の人事異動を発令

■ 市職員の給与を公表します

■ 国民健康保険税が改正になりました

■ 春の行政相談週間
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総　　額  326 億 3,248万 5千円

一般会計  165 億 9,324万円

平成18年度当初予算

市
に
入
っ
て
く

る
お
金

　

一
般
会
計
の
歳

入
の
う
ち
最
も
多
い
の
が
、
一
定

の
基
準
に
よ
り
国
か
ら
配
分
さ
れ

る
地
方
交
付
税
で
、
全
体
の
３
割

近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
続
い
て

多
い
の
が
市
民
税
、固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
な
ど
市
税
で
す
。
市

債
は
、
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に

国
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
る
収
入
で

す
。
そ
し
て
、
市
が
行
う
特
定
の

事
業
に
国
か
ら
補
助
さ
れ
る
国
庫

支
出
金
、
繰
入
金
、
県
支
出
金
、

地
方
譲
与
税
な
ど
の
順
に
な
っ
て

い
ま
す
。

※
（　

）
内
は
、
構
成
比
率

　

桜
川
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
平
成
18
年
度
当
初

予
算
が
、
３
月
７
日
か
ら
開
会
さ
れ
た
平
成
18
年
第
１
回
桜

川
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
可
決
・
成
立
し
ま
し
た
。

　

市
財
政
の
中
心
と
な
る
一
般
会
計
予
算
額
は
、
１
６
５
億

９，
３
２
４
万
円
で
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
な
ど
６

つ
の
特
別
会
計
と
水
道
事
業
会
計
を
含
め
た
予
算
総
額
で

は
、
３
２
６
億
３，
２
４
８
万
５
千
円
と
な
り
、
旧
３
町
村

の
17
年
度
当
初
予
算
の
合
算
額
と
対
比
い
た
し
ま
す
と
2.7
％

の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
主
に
一
般
会
計
予
算
の
概
要
を
歳
入
・
歳

出
別
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

歳
入
歳
入

①地方交付税 47 億円（28.3％）

　所得税・消費税などの国税の

一部を国から交付される収入

②市　税 40 億 6,507 万 2千円

　（24.5％）

　市民税、固定資産税、軽自動

車税など

③市　債 19億450万円（11.5％）

　事業を実施するために長期的に国などから借り入れ

る収入

④国庫支出金 13 億 3,291 万円（8.0％）

　学校や道路などの建設、扶助

費などに対して国から補助さ

れる収入

⑤繰入金 10 億 4,397 万 4千円

　（6.3％）

　市の基金取り崩しによる収入

⑥県支出金 8 億 175 万 5千円（4.8％）

　学校や道路などの建設、扶助費などに対して県から

補助される収入

⑦地方譲与税 7 億 6,532 万 5千円（4.6％）

　一定の基準により国から譲与される財源

⑧諸収入 4 億 4,567 万 7千円（2.7％）

⑨地方消費税交付金 4 億 3，540 万円（2.6％）

⑩繰越金 4 億円（2.4％）

⑪その他 6 億 9,862 万 7千円（4.3％）

歳入の内訳

市
民
の
皆
さ
ん

の
た
め
に
使
わ

れ
る
お
金

　

一
般
会
計
の

歳
出
で
は
、
民
生
費
が
最
も
多

く
、
高
齢
者
や
障
害
者
・
児
童

な
ど
の
福
祉
の
充
実
が
図
ら
れ

ま
す
。
土
木
費
は
、
道
路
や
公

園
の
建
設
や
修
繕
な
ど
都
市
基

盤
の
整
備
に
、
総
務
費
は
戸
籍

や
広
報
、
庁
舎
管
理
な
ど
市
の

運
営
に
充
て
ら
れ
ま
す
。
続
い

て
教
育
費
、
健
康
促
進
、
環
境

保
全
、
ご
み
処
理
な
ど
の
衛
生

費
、
市
の
借
入
金
の
返
済
な
ど
の

公
債
費
、
農
林
水
産
業
費
、
消
防

費
な
ど
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
（　

）
内
は
、
構
成
比
率

①民生費 33 億 9,586 万 8千円

　（20.5％）

　社会福祉サービス、生活保護

　など

②土木費 27 億 619 万 1千円

　（16.3％）

　道路や公園の建設や修繕など

③総務費 20 億 9,227 万 3千円

　（12.6％）

　戸籍や広報、庁舎管理など

④教育費 19 億 3,596 万 7千円（11.7％）

　市立学校、生涯学習振興など 

⑤衛生費 17 億 8,011 万 1千円

　（10.7％）

　健康促進、環境保全、ごみ処

理など

⑥公債費 16 億 2,811 万 4千円

　（9.8％）

　市の借入金の返済など

⑦農林水産業費 14 億 6,243 万 6千円（8.8％）

　農林水産業の振興、基盤整備など 

⑧消防費 7 億 5,306 万 5千円（4.5％）

　防災対策、消防、救急救命活動など 

⑨その他 8 億 3,921 万 5千円（5.1％）

歳
出
歳
出

歳出の内訳

　

市
の
予
算
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

く
た
め
、
平
成
18
年
度
一
般

会
計
予
算
の
歳
入
（
市
税
）

と
歳
出
を
、
市
民
１
人
（
一

世
帯
）
当
た
り
で
表
し
て
み

ま
し
た
。
金
額
は
、
４
月

１
日
現
在
の
人
口
と
世
帯
で

割
っ
た
も
の
で
す
。

※
人
口
…
４
万
９
千
５
９
７
人
・

世
帯
…
１
万
４
千
５
４
３
世
帯

（
平
成
18
年
４
月
１
日
現
在
）

■市民の皆さんが負担する税を 1人（一世帯）

当たりに換算すると

81,962 円（279,520 円）

■市政に使われるお金を1人（一世帯）当たり

に換算すると

334,561 円（1,140,977 円）

市
民
１
人
（
一
世
帯
）

当
た
り
は
こ
ん
な
金
額

総務費▲アスベスト除去工事（大和庁舎・

岩瀬庁舎）…1,692万3千円／庁舎維持管理

事業…933万5千円／男女共同参画事業…

170万3千円

民生費▲生活保護支給事業…2億8,720万5千

円／医療福祉事業…2億2,417万6千円／介護

予防生活支援事業…2,125万4千円／地域ケ

アシステム推進事業…1,585万円／シルバー

タクシー利用料金助成事業…1,500万円／放

課後児童対策事業…1,481万4千円／障害者

福祉ワークス運営事業…1,472万8千円／在

宅介護支援センター事業…1,227万4千円／

人材育成福祉事業…190万円

衛生費▲ごみ減量化対策事業…4,360万7千

円／合併処理浄化槽設置事業…1,823万7千

円

農林水産業費▲霞ヶ浦用水事業…2億1,661

万9千円／農村総合整備事業…1億4,204万7

千円／林道整備事業…4,197万8千円／かん

がい排水事業…4,180万円／農道整備事業…

4,012万5千円／ため池整備事業…3,223万8

千円／土地改良負担金事業…2,072万3千円

／松くい虫防除事業…1,261万9千円／里地

棚田保全整備事業…1,000万円

商工費▲地域振興事業…1,565万5千円

土木費▲まちづくり交付金事業…12億1,744

万6千円／道路新設改良事業…5億1,908万1

千円／下水道会計繰出事業…2億4,810万4千

円／市営住宅建設事業…2億1,567万円／道

路維持事業…4,600万円

消防費 ▲消防ポンプ自動車購入…2,640万円

教育費 ▲幼稚園就園奨励費補助・私立幼稚

園就園補助事業…1,826万1千円／やまと幼

稚園園児送迎バス委託事業…1,726万2千円

／スクールバス運行委託事業…1,312万5千

円／新入学児童祝品…604万8千円

平成 18 年度
一般会計主要事業の予算

区　　　分 平成 18年度予算

増減比
（旧 3町村
の当初予
算合算額
との対比）

一　般　会　計 165億9,324万円 4.8％

特　

  

別　

  

会　

  

計

国民健康保険 53億2,038万円 △ 1.7％

老人保健 47億7,634万8千円 3.0％

農業集落排水
事業

3億7,865万4千円 22.2％

公共下水道事
業

13億4,307万1千円 △ 12.8％

介護保険 27億   242万7千円 9.2％

野外趣味活動
施設

3,382万1千円 △ 9.1％  

水 道 事 業 会 計 14億8,454万4千円 △ 3.9％

●平成18年度当初予算一覧

合　　　　　 計 326億3,248万5千円 2.7％  
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■
企
画
課
長
補
佐
兼
企
画
調
整
係

長
兼
開
発
推
進
係
長
／
小こ

ま

つ

ざ

き

松
崎
裕ひ

ろ

臣お
み　

■
企
画
課
男
女
共
同
参
画

室
長
／
皆み

な
か
わ川

忠た
だ
ひ
さ久

（
会
計
課
真

壁
分
室
）　

■
職
員
課
給
与
厚
生

係
主
任
／
齋さ

い
と
う藤

ひ
ろ
み
（
児
童

福
祉
課
）　

■
市
長
公
室
付
（
県

西
総
合
病
院
事
務
組
合
派
遣
）
／

市い
ち
つ
か塚

昭し
ょ
う
い
ち一

（
建
設
部
長
）、
潮う

し
お
だ田

雄ゆ
う
い
ち一

（
財
政
課
）　

■
市
長
公
室

付
（
茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構

派
遣
）
／
安あ

だ

ち達
茂し

げ
よ
し義

（
税
務
課
）

■
総
務
課
文
書
法
制
係
主
幹
／
岩い

わ

渕ぶ
ち

治は
る
ひ
と仁

（
議
会
事
務
局
）　

■
総

務
課
消
防
交
通
係
長
／
鈴す

ず

き木
政ま

さ
と
し俊

■
総
務
課
消
防
交
通
係
主
幹
／
佐さ

伯え
き

純じ
ゅ
ん
い
ち一

（
下
水
道
課
）　

■
総
務

課
行
政
改
革
推
進
室
長
／
石い

し

堀ぼ
り

純じ
ゅ
ん

（
国
保
年
金
課
）　

■
財
政
課

管
財
係
長
／
仙せ

ん

ば波
朝と

も
た
か孝（

企
画
課
）

■
財
政
課
主
査
兼
契
約
検
査
係
長

／
齋さ

い
と
う藤

守
ま
も
る

（
総
務
課
）　

■
財
政

課
契
約
検
査
係
主
幹
／
初は

つ
し
ば芝

保
た
も
つ

（
国
保
年
金
課
）

■
市
民
課
市
民
係
主
任
／
仁に

へ

い平

富と
み

子こ

（
岩
瀬
支
所
総
務
調
整
課
）

■
国
保
年
金
課
長
補
佐
兼
国
保
年

金
係
長
／
上う

え

の野
純

じ
ゅ
ん（

介
護
長
寿
課
）

■
国
保
年
金
課
国
保
税
係
主
査
／

大お
お
や
ま山

よ
し
江え

（
財
政
課
）　

■
国

保
年
金
課
主
事
／
鈴す

ず

き木
健け

ん

た太
（
新

規
採
用
）　

■
生
活
環
境
課
長
／

田た

な

か中
勝か

つ
の
り則

（
総
務
課
）　

■
税
務

課
市
民
税
第
一
係
主
査
／
市い

ち
つ
か塚

久ひ
さ

弐じ

（
農
林
課
）　

■
税
務
課
収
納

管
理
室
収
納
係
主
査
／
二に

の
み
や宮

浩ひ

ろ

こ子

（
建
設
課
）
■
税
務
課
収
納
管
理

室
主
事
／
市い

ち
む
ら村

直な
お
ゆ
き之（

新
規
採
用
）

■
保
健
福
祉
部
参
事
／
梅う

め
し
ま島

住す

み

こ子

（
健
康
推
進
課
）　

■
社
会
福
祉
課

長
補
佐
兼
社
会
福
祉
係
長
／
深ふ

か

や谷

幸ゆ
き

男お

（
岩
瀬
水
道
事
務
所
）　

■

社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係
主
任
／

坪つ
ぼ

井い

さ
と
み
（
会
計
課
）　

■
社

会
福
祉
課
主
事
／
仲

な
か
じ
ょ
う條

亨と
お
る

（
新
規

採
用
）　

■
社
会
福
祉
課
付
（
岩

瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
係
長
）

／
長な

が
ほ
り堀

桂け

い

こ子
（
岩
瀬
支
所
建
設

課
）
■
児
童
福
祉
課
こ
ど
も
福

祉
係
主
査
／
原は

ら

広ひ

ろ

こ子
（
都
市
整

備
課
）　

■
児
童
福
祉
課
主
事
／

小お

山や
ま

千ち

代よ

子こ

（
新
規
採
用
）　

■

岩
瀬
や
ま
と
保
育
所
主
事
（
保

育
士
）
／
北き

た

畠
ば
た
け

洋よ

う

こ子
（
新
規
採

用
）　

■
介
護
長
寿
課
長
寿
推
進

係
主
査
／
大お

お

吉よ
し

典の

り

こ子
（
総
務
課
）

■
介
護
長
寿
課
賦
課
徴
収
係
主

査
／
柴し

ば

保や
す

之ゆ
き

（
議
会
事
務
局
）

■
介
護
長
寿
課
主
事
／
中な

か
じ
ま島

崇た
か
の
り教

（
新
規
採
用
）　

■
健
康
推

進
課
長
／
関せ

き

憲け
ん

市い
ち

（
企
画
課
）　

■
健
康
推
進
課
長
補
佐
兼
管
理

係
長
（
保
健
師
）
／
鈴す

ず

木き

房ふ
さ

枝え

（
健

康
づ
く
り
係
）　

■
健
康
推
進
課

管
理
担
当
係
長
／
酒さ

か

井い

正ま
さ

志し　

■
健
康
推
進
課
管
理
係
主
幹
／

飯い
い

塚づ
か

亮り
ょ
う
こ子

（
予
防
係
）  

■
健
康

推
進
課
健
康
づ
く
り
係
主
査
兼

係
長
（
保
健
師
）
／
高た

か

松ま
つ

静し
ず

江え

（
大

和
庁
舎
保
健
福
祉
課
）　

■
健
康

推
進
課
健
康
づ
く
り
係
主
査
（
保

健
師
）
上う

え

野の

由ゆ

美み

子こ

（
真
壁
支

所
保
健
福
祉
課
）、広ひ

ろ

瀬せ

智と
も

美み

（
真

壁
支
所
保
健
福
祉
課
）　

■
健
康

推
進
課
予
防
係
主
査
（
保
健
師
）

／
上う

え

野の

幸さ
ち

代よ

（
大
和
庁
舎
保
健

福
祉
課
）　

■
健
康
推
進
課
予
防

係
主
幹
（
保
健
師
）
／
坂さ

か

本も
と

育い
く

子こ

（
真
壁
支
所
保
健
福
祉
課
）

■
経
済
部
参
事
（
岩
瀬
土
地
改
良

区
事
務
局
長
）
／
藤ふ

じ

た田
好よ

し

お雄
（
岩

瀬
水
道
事
務
所
）　

■
農
林
課
長

／
飯い

い
じ
ま島

光み
つ
ひ
ろ博

（
生
涯
学
習
課
）

■
農
林
課
農
政
係
主
幹
／
大お

お
ぜ
き関

聡さ
と
し

（
建
設
課
）　

■
農
林
課
主
事

／
関せ

き
も
と本

崇た

か

し志
（
新
規
採
用
）　

■

農
林
課
農
地
整
備
課
長
補
佐
兼
土

地
改
良
係
長
／
田た

や谷
明あ

き

ら良
（
社
会

福
祉
課
）

■
建
設
部
長
／
口く

ち
ま
ち町

久ひ
さ
し

（
岩
瀬
支

所
長
）　

■
建
設
課
長
補
佐
兼
管

理
係
長
／
安あ

だ

ち達
徹と

お
る

（
財
政
課
）

■
建
設
課
工
務
係
主
任
／
蓮は

す
ぬ
ま沼

晃こ
う

二じ

（
県
派
遣
・
筑
西
土
木
）　

■

建
設
課
維
持
補
修
係
技
手
／
藤ふ

じ

た田

力り

き

お男
（
真
壁
支
所
建
設
課
）　

■

建
設
課
住
宅
係
主
幹
／
田た

な

か中
英ひ

で

お雄

（
岩
瀬
支
所
建
設
課
）　

■
都
市
整

備
課
都
市
整
備
係
主
事
／
市い

ち
つ
か塚

清き
よ

順み
ち

（
県
派
遣
・
地
域
計
画
課
）

■
都
市
整
備
課
公
園
緑
地
係
主
事

／
川か

わ

な

ご

那
子
昌ま

さ

や也
（
岩
瀬
支
所
税
務

課
）　

■
下
水
道
課
下
水
道
工
務

係
主
幹
／
大お

お
つ
か塚

富ふ

じ

こ

二
子
（
学
校
教

育
課
）

■
会
計
課
長
／
太お

お

た田
昭

あ
き
ら

（
岩
瀬
支

所
総
務
調
整
課
）　

■
会
計
課
審

査
係
主
幹
／
堀ほ

り

豊と

よ

こ子
（
社
会
福
祉

課
）　

■
会
計
課
真
壁
分
室
長
／

廣ひ

ろ

せ瀬
け
い
子こ

（
税
務
課
）

■
大
和
庁
舎
保
健
福
祉
課
長
／
吉よ

し

原わ
ら

千ち

え

こ

恵
子
（
ま
か
べ
幼
稚
園
）

■
大
和
庁
舎
経
済
課
長
／
青あ

お

き木

久ひ

さ

お男
（
大
和
庁
舎
保
健
福
祉
課
）

■
岩
瀬
支
所
長
／
細ほ

そ

や谷
豊

ゆ
た
か

（
議
会

事
務
局
）　

■
総
務
調
整
課
長
／

片か

た

の野
雅ま

さ
ひ
ろ浩

（
社
会
福
祉
課
）　

■

総
務
調
整
課
総
務
管
理
係
主
査
／

池い

け

だ田
和か

ず

こ子
（
児
童
福
祉
課
）　

■

市
民
生
活
課
市
民
係
主
任
／
川か

わ

な那

子ご

幸さ

ち

こ子
（
岩
瀬
支
所
経
済
課
） 

■
市
民
生
活
課
市
民
係
主
幹
／
星ほ

し

博ひ

ろ

こ子
（
岩
瀬
支
所
市
民
生
活
課
国

保
年
金
係
）　

■
市
民
生
活
課
国

保
年
金
係
主
幹
／
青あ

お

き木
弘ひ

ろ

こ子
（
職

員
課
）　

■
市
民
生
活
課
生
活
環

境
係
長
／
川か

わ
し
ま島

剛た
け
し

（
岩
瀬
支
所
経

済
課
）　

■
税
務
課
収
納
係
主
任

／
廣ひ

ろ
さ
わ澤

伸し
ん
い
ち一

（
都
市
整
備
課
）

■
経
済
課
長
補
佐
兼
農
政
農
地
係

長
／
原は

ら

芳よ
し
ぶ
み文
（
岩
瀬
支
所
市
民
生

活
課
）　

■
経
済
課
主
査
兼
農
政

農
地
担
当
係
長
／
穐あ

き
や
ま山

壽と
し
か
ず一　

■

経
済
課
商
工
観
光
係
主
任
／
塩し

お
ざ
わ沢

智と
も
ひ
ろ裕

（
岩
瀬
支
所
建
設
課
）　

■

建
設
課
長
補
佐
兼
土
木
係
長
／
荒あ

ら

木き

收
お
さ
む

（
農
地
整
備
課
）　

■
建
設

課
主
査
兼
土
木
担
当
係
長
／
和わ

久く

井い

美み

さ

お

佐
男　

■
建
設
課
都
市
整
備

係
主
任
／
中な

か

の野
貴た

か
ゆ
き之

（
岩
瀬
支
所

建
設
課
土
木
係
）

■
真
壁
支
所
長
／
大お

お

ば場
敏と

し

お夫
（
会

計
課
）　

■
総
務
調
整
課
総
務
管

理
係
主
査
／
大お

お
た
け武

正ま

さ

お男
（
真
壁
支

所
税
務
課
）　

■
市
民
生
活
課
市

民
係
主
査
／
高た

か

く久
幸さ

ち

こ子
（
秘
書
広

報
課
）、広ひ

ろ

せ瀬
明あ

け

み美（
社
会
福
祉
課
）

■
市
民
生
活
課
主
査
兼
国
保
年
金

担
当
係
長
／
深ふ

か

や谷
き
よ
子こ

（
会

計
課
真
壁
分
室
）　

■
税
務
課
管

理
係
主
幹
／
斉さ

い
と
う藤

邦く
に
は
る晴

（
真
壁
支

所
総
務
調
整
課
）　

■
福
祉
課
主

査
兼
福
祉
担
当
係
長
／
高た

か

く久
峰み

ね

お男

（
財
政
課
）　

■
福
祉
課
福
祉
係
主

査
／
入い

り

の野
三み

つ

こ

津
子（
生
涯
学
習
課)

■
大
和
水
道
事
務
所
業
務
担
当
係

長
／
齋さ

い
と
う藤

修し
ゅ
う
い
ち一

（
介
護
長
寿
課
）

■
岩
瀬
水
道
事
務
所
長
／
青あ

お
や
ぎ柳

栄さ
か
え

（
建
設
課
）　

■
岩
瀬
水
道

事
務
所
工
務
係
主
任
／
荻お

ぎ
わ
ら原

秀ひ

で

お男
（
大
和
水
道
事
務
所
）　

■
岩
瀬
水
道
事
務
所
業
務
係

長
／
市い

ち
つ
か塚

映え
い
い
ち一

（
企
画
課
）

■
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
主
幹

／
大お

お
た
け武

妙た

え

こ子
（
市
民
課
）　

■
学

校
教
育
課
岩
瀬
小
学
校
用
務
員
／

海え

び

さ

わ

老
澤
な
る
み（
岩
瀬
東
中
学
校
）

■
学
校
教
育
課
南
飯
田
小
学
校
用

務
員
／
谷や

つ津
和か

ず

こ子（
羽
黒
小
学
校
）

■
学
校
教
育
課
岩
瀬
西
中
学
校
用

務
員
／
高た

か
ま
つ松

か
お
る
（
坂
戸
小
学

校
）　

■
学
校
教
育
課
主
事
（
坂

戸
幼
稚
園
教
諭
）
／
深ふ

か

や谷
絵え

り

こ

理
子

（
新
規
採
用
）　

■
ま
か
べ
幼
稚

園
長
／
山や

ま
な
か中

章
あ
き
ら

（
真
壁
支
所
保
健

福
祉
課
）　

■
や
ま
と
幼
稚
園
教

頭
／
皆み

な
が
わ川

洋よ

う

こ子
（
議
会
事
務
局
）

■
生
涯
学
習
課
長
（
次
長
級
）
兼

公
民
館
長
（
岩
瀬
・
真
壁
・
大
和
）

／
白は

く

た田
真

ま
こ
と

（
農
林
課
）　

■
生
涯

学
習
課
生
涯
学
習
係
主
査
／
飯い

い
む
ら村

恵け

い

こ子
（
真
壁
支
所
保
健
福
祉
課
）

■
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

技
手
／
広ひ

ろ

き木
和か

ず

こ子（
介
護
長
寿
課
）

■
文
化
課
資
料
館
係
主
幹
／
中な

か
が
わ川

勝ま
さ
る

（
税
務
課
）

■
議
会
事
務
局
長
／
柴し

ば
や
ま山

栄え
い
い
ち一

（
真
壁
支
所
長
）　

■
議
会
事
務
局

次
長
（
課
長
級
）
／
笠か

さ
く
ら倉
貞

み
さ
お

（
生

活
環
境
課
）　

■
議
会
事
務
局
主

幹
／
斎さ

い

藤と
う

史ふ
み

子こ

（
岩
瀬
支
所
市
民

生
活
課
）　

■
議
会
事
務
局
議
事

係
主
幹
／
鈴す

ず

き木
謙け

ん
い
ち一

（
文
化
課
）

■
竹た

け
う
ち内

治は

る

お雄
（
経
済
部
参
事
）

■
小お

が

わ

ら

河
原
武

た
け
し（

議
会
事
務
局
参
事
）

■
瀧た

き
か
わ川

義よ
し
ち
か近（

保
健
福
祉
部
参
事
）

■
猪い

の野
和か

ず
ひ
こ彦（

教
育
委
員
会
参
事
）

■
柴し

ば

清せ
い
い
ち一

（
建
設
部
参
事
）　

■

中な
か
は
ら原

政ま

さ

お雄
（
経
済
部
参
事
）　

■

大お
お

和わ

だ田
保

た
も
つ

（
市
長
公
室
付
県
西
総

合
病
院
事
務
長
）　

■
槙ま

き

の野
和か

ず

お夫

（
大
和
庁
舎
経
済
課
長
）　

■
荒あ

ら

き木

幸さ

ち

こ子
（
保
健
福
祉
部
東
部
北
部
保

育
所
調
理
員
）　

■
松ま

つ
や
ま山

と
よ
子こ

（
市
民
生
活
部
税
務
課
収
納
管
理

室
主
査
）
■
大お

お
し
ま島

法の

り

こ子
（
教
育
委

員
会
学
校
教
育
課
大
国
小
学
校
主

査
）　

■
高た

か

嶋し
ま

加か

よ

こ

代
子
（
真
壁
支

所
市
民
生
活
課
主
査
兼
係
長
）

■
菊き

く

地ち

恵け

い

こ子
（
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
岩
瀬
西
中
学
校
用
務
員
）

■
川か

わ

つ津
か
ね
子こ

（
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
雨
引
小
学
校
主
査
）

■
仲な

か

た田
正ま

さ

こ子
（
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
岩
瀬
小
学
校
用
務
員
）

■
藤ふ

じ

の野
英ひ

で

こ子
（
教
育
委
員
会
や
ま

と
幼
稚
園
教
頭
）

桜
川
市
職
員
の
人
事
異
動
を
発
令

　

市
は
、
４
月
１
日
付
で
職
員
の
人
事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
退
職
者
に
つ
い
て
は
３
月
31
日
付
で
す
。

（　

）
内
は
前
所
属

行政

情報
市の動き

総

務

部

市
長
公
室

市
民
生
活
部

保
健
福
祉
部

経

済

部

建

設

部

会
　

計

支
　

所

岩
瀬
支
所

真
壁
支
所

水

道

局

教
育
委
員
会

議
会
事
務
局

退

職

者

区　　分
桜　川　市 国

初任給 2年後の給料 初任給 2年後の給料

一般
行政職

大学卒 170,700 円 184,400 円 170,700 円 184,400 円

高校卒 138,800 円 148,500 円 138,800 円 148,500 円

技能
労務職

高校卒 136,000 円 145,500 円 － －

中学卒 128,100 円 136,000 円 － －

１　職員給与費の状況 (一般会計予算 )

区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

桜川市 46.0 歳 358,401 円 380,419 円

国 40.3 歳 329,728 円 382,092 円

区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

桜川市 49.0 歳 261,478 円 268,357 円

国 48.1 歳 285,008 円 316,350 円

区　分
職員数

A

給　　　与　　　費 一人当たり給与費

Ｂ／Ａ給　料 職員手当 期末･勤勉手当 計　B

17 年度
人

459
千円

1,003,823

千円

317,784
千円

432,542
千円

1,754,149
千円

3,821

( 注 ) １　職員手当には退職手当を含まない。
　　２　給与費は当初予算（H17.10 月～H18. ３月）に計上された額である。

２　職員の平均給与月額、初任給等の状況

①一般行政職

②技能労務職

桜川市 国
（17年度支給割合）

期末手当　　　　　勤勉手当

3.0 月分　　1.45 月分
市と同じ

桜　　川　　市 国
　（支給率）　　自己都合　　勧奨・定年

勤続 20年　21.00 月分　28.0875 月分

勤続 25年　33.75 月分　 43.335 月分

勤続 35年　47.50 月分　 60.99 月分

最高限度額　60.00 月分　 60.99 月分

その他の加算措置　定年前早期退職（2～ 30％加算）

　（支給率）　　自己都合　　勧奨・定年

勤続 20年　 21.00 月分　 27.30 月分

勤続 25年　 33.75 月分　 42.12 月分

勤続 35年　 47.50 月分　 59.28 月分

最高限度額　 59.28 月分　 59.28 月分

その他の加算措置　定年前早期退職（2～ 30％加算）

区　　分 給料月額等

給　料
市区長村長
助　　　役
収　入　役

834,000 円
644,000 円
605,000 円

報　酬
議　　　長
副　議　長
議　　　員

334,000 円
306,000 円
293,000 円

期末手当

市区町村長
助　　　役
収　入　役

（17年度支給割合）

3.35 月分

議　　　長
副　議　長
議　　　員

（17年度支給割合）

3.35 月分

（1）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（17年 10月 1日現在）

（2）職員の初任給の状況（17年10月1日現在）

３　職員の手当の状況
（1）期末手当・勤勉手当

（2）退職手当（17年 10月１日現在）

４　特別職の報酬等の状況（17年 10 月 1日現在）

桜
川
市
職
員
の
給
与
を
公
表
し
ま
す
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真
壁
小
学
校
児
童
が
、
観
光
客
の
み
な
さ
ん
と
ふ
れ
合

お
う
と
、
ひ
な
ま
つ
り
期
間
中
の
街
に
飛
び
出
し
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

真壁小学校児童がひなまつり期間中にアンケート

日
本
赤
十
字
社
茨
城
支
部
か
ら
桜
川
市
に
配
備
さ
れ
た

赤
十
字
救
援
車

日本赤十字社茨城支部から救援車が配備

News＆ Topics

納
車
式
で
の
、
中な

か

た田
市
長
（
前
列
中
央
）・
増ま

す

だ田
団
長
（
前

列
左
か
ら
２
番
目
）
と
桜
川
市
消
防
団
第
18
・
第
21
分

団
員
の
み
な
さ
ん

桜川市消防団第18・第21分団に消防ポンプ車を配備

桜
川
市
教
育
委
員
会
教
育
講
演
会
で
、「
社
会
力
が
学
力

向
上
の
素も

と

」
を
題
目
に
講
演
す
る
、
筑
波
学
院
大
学
学

長　

門か
ど
わ
き脇
厚あ

つ

し司
先
生

桜川市教育委員会教育講演会を開催

茨
城
県
統
計
大
会
に
出
席
さ
れ
表
彰
を
受
け
た
み
な
さ
ん

茨城県統計大会で10人が表彰

県
民
健
康
づ
く
り
で
表
彰
さ
れ
た
み
な
さ
ん
（
左
か
ら
、

斉
藤
敬
子
さ
ん
・
安
達
絹
代
さ
ん
・
坪
井
い
ね
子
さ
ん
・
久

保
悦
子
さ
ん
・
安
達
真
理
子
さ
ん
・
仁
平
千
鶴
子
さ
ん

県民健康づくりで6人が表彰

　大和ふれあいセンター（シトラス）で、筑波学院

大学学長　門
かどわき

脇厚
あ つ し

司先生を講師（講演テーマ：社会

力が学力向上の素）に迎え、桜川市教育委員会教育

講演会が開催されました。これは、平成 17・18・

19 年度文部科学省「学力向上拠点形成事業」の一

環として行われたもので、市立小中学校教職員およ

び児童生徒の保護者約 500 人の参加者は、なぜ子

ども達の学力が低下したか。社会力とはどのような

資質・能力か。なぜ、社会力が衰退したのか。なぜ、

社会力がつくと学力が向上するのか。子どもの社会

力を育てるために何をしなければならないか。とい

う同氏の講演に聴き入っていました。

　県民文化センターで開催された「第 47回茨城県

統計大会」で、本市から、長年にわたり各種統計

調査に従事され統計思想の普及と向上に努められた

次の方が表彰されました。経済産業大臣表彰：青
あお

木
き

保
たもつ

さん（上小幡地区）／農林水産大臣表彰：保
ほ し な

科元
もと

一
いち

さん（下谷貝地区）・稲
い な ば

葉譽
ほまれ

さん（酒寄地区）／

県知事表彰：中
なかやま

山喜
き は ち

八さん（真壁地区）・山
やまぐち

口俊
とし

男
お

さん（羽鳥地区）・野
の ざ わ

澤章
あきら

さん（青木地区）／県統

計協会総裁表彰：高
たかやま

山善
ぜんいち

一さん（酒寄地区）・塚
つか

田
だ

正
せ

記
き

雄
お

さん（源法寺地区）・皆
みなかわ

川進
すすむ

さん（本木地区）

／経済産業省経済産業政策局調査統計部長感謝状：

臼
うす

井
い

義
よし

三
ぞう

さん（亀熊地区）・谷
や じ ま

島ふささん（田地区）

　皆さん、おめでとうございました。

　県民すべてが元気に暮らせる社会の実現を目指し

て策定された「健康いばらき 21プラン」に基づく

支援事業の一環として、県庁で「平成 17年度県民

健康づくり表彰式」が開催されました。その席上で、

本市から、日ごろ他の模範となる健康づくりを実践

している次の方が表彰されました。元気アップ大賞

（茨城県知事賞）：久
く ぼ

保悦
え つ こ

子さん（富
ふ

士
じ

見
み

台
だい

地区）／

職場対抗はみがき大作戦優秀賞（県歯科医師会長表

彰）：坪
つ ぼ い

井いね子さん（松
ま つ だ

田地区）・安
あ だ ち

達真
ま り こ

理子さん

（今
いま

泉
いずみ

地区）・仁
に へ い

平千
ち づ こ

鶴子さん（羽
は ぐ ろ

黒駅
えきまえ

前地区）／

県保健福祉部長感謝状：斉
さいとう

藤敬
け い こ

子さん（富士見台地

区）・安
あ

達
だち

絹
きぬ

代
よ

さん（中
なかま る き

丸木地区）

　皆さん、おめでとうございました。

　真壁小学校 3年生が、真壁のひなまつり期間中

に観光客のみなさんにアンケートを行いました。児

童たちが、地元に何かできることをしようと総合的

学習の時間を利用して始まったもので、アンケート

の内容も自分たちで考えました。また、おひな様が

飾られている家の人にも話を聞くなどをして、今後、

ひなまつりマップを作成する予定だそうです。

　アンケートに答えてくれた観光客の人がすごく優

しかったです。折りびなのプレゼントを渡したら、

とても喜ばれました。いろんなところから来た人に

アンケートをとり、仲良くなれました。」と児童た

ちは話していました。

　このたび、日本赤十字社茨城支部から桜川市に赤

十字救援車が配備されました。

　これは、同支部が災害時に被災された方にいち早

く救援物資を届けるなどの目的で、昭和 46年から

毎年行っているもので、今回は、平成 17年度事業

として全県に 8台配備され、そのうちの 1台が本

市に配置されました。この車両は、県民の皆様から

いただいた、赤十字活動資金（寄附など）で購入し

たもので、今後、災害救援活動はもとより福祉活動

などに幅広く活用させていただきます。

　桜川市消防団第 18 分団（本木 1・2地区、萩原

裕一分団長）と第 21 分団（宮・木崎・福泉・高森

地区、舘野淳一分団長）に新しい消防ポンプ自動車

が配備されました。

　これは、桜川市防災基盤整備事業で行われたもの

で、ポンプ車を配備することにより定期的な地域巡

回パトロールや防御訓練・消火訓練などを実施し、

更なる消防団の充実強化が図られます。配備を受け

た両分団長は、「地域の皆さんが安全で安心して暮

らせるまちづくりを目指し、分団員一丸となって取

り組んで行きたい。」と決意を述べていました。
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※
市
税
は
納
期
内
に
納
め
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く

簡
単
で
便
利
な
納
付
方
法
と

し
て
、
口
座
振
替
制
度
が
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

５
月
の

　

納
税
・
保
険
料

固
定
資
産
税　
　

  　

１
期

軽
自
動
車
税  　
　
　

全
期

納
期
限:

５
月
31
日
（
水
）

桜
川
市
臨
時
職
員
募
集

都
市
整
備
課

■
職
種
／
一
般
事
務

■
募
集
人
員
／
１
名

■
任
用
期
間
／
６
月
１
日
〜
11
月

30
日
ま
で
の
６
か
月
間

■
勤
務
場
所
／
都
市
整
備
課
内

■
業
務
内
容
／
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

た
簡
単
な
デ
ー
タ
の
打
ち
込
み
作

業
お
よ
び
事
務
補
助

■
勤
務
時
間
／
平
日:

８
時
30
分

〜
17
時
15
分
（
土
日
祝
日
を
除

く
。）

■
賃
金
／
日
給
５
千
５
百
円
〜

６
千
５
百
円

■
勤
務
条
件
／
20
歳
〜
35
歳
ま
で

の
健
康
な
方

■
申
込
方
法
／
履
歴
書(

写
真
添

付)

を
持
参
ま
た
は
郵
送
で
次
記

ま
で

■
申
込
締
切
／
５
月
22
日(

月)

児
童
手
当
が
小
学
校
６
年
生

ま
で
支
給
さ
れ
ま
す         

児
童
福
祉
課

　

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
児
童

手
当
制
度
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

 

拡
充
内
容

 

・
支
給
対
象
年
齢
が
、
こ
れ
ま
で

　

の
小
学
校
３
年
生
（
９
歳
到
達

　

後
最
初
の
年
度
末
）ま
で
か
ら
、

　

小
学
校
６
年
生
（
12
歳
到
達
後

　

最
初
の
年
度
末
）
ま
で
に
拡
大

　

さ
れ
ま
し
た
。

 

・
所
得
制
限
限
度
額
は
、前
年
（
１

　

月
〜
５
月
ま
で
の
月
分
に
つ
い

　

て
は
前
々
年
）
の
所
得
額
で
判

　

定
し
、
一
定
額
以
上
の
方
に
は

　

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
が
そ
の
限
度

　

額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

 

認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要

■
新
た
に
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ

る
保
護
者
／
認
定
請
求
の
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

改
正
に
伴
う
新
規
認
定
は
、
平

成
18
年
９
月
30
日
ま
で
受
け
付
け

た
も
の
に
限
り
、
特
例
的
に
４
月

１
日
（
ま
た
は
支
給
要
件
に
該
当

し
た
日
）
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給

さ
れ
ま
す
。

■
平
成
18
年
度
に
小
学
校
４
年
生

の
児
童
が
い
る
保
護
者
（
平
成
８

年
４
月
２
日
生
〜
平
成
９
年
４

月
１
日
生
）
／
こ
れ
ま
で
、
当

該
児
童
に
係
る
児
童
手
当
を
受
給

し
て
い
た
保
護
者
の
方
は
、
特
段

の
手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

な
お
、
右
記
に
該
当
し
な
い
保

護
者
の
方
で
、
次
の
受
給
資
格
が

あ
る
場
合
は
、
認
定
請
求
の
手
続

き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

 

・
平
成
18
年
度
に
小
学
校
５
年
生

　

ま
た
は
６
年
生
の
児
童
が
い
る

　

保
護
者

 

・
こ
れ
ま
で
、
所
得
制
限
に
よ
り

　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い

　

保
護
者

 

認
定
請
求
に
必
要
な
も
の

 

・
印
鑑
、
申
請
者
名
義
の
支
払
金

　

融
機
関
の
口
座
番
号
（
郵
便
局

　

を
除
く
）
が
わ
か
る
も
の

 

・
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し

　

（
申
請
者
が
厚
生
年
金
な
ど
の

　

加
入
者
の
場
合
）

 

・
所
得
証
明
書
（
桜
川
市
に
、
そ

　

の
年
の
１
月
１
日
に
住
所
が
な

　

か
っ
た
場
合
）

■
問
合
せ
・
手
続
先
／
児
童

福
祉
課
（

０
２
９
６-

75-

３
１
１
１
）・
大
和
庁
舎
保
健

福
祉
課
（

０
２
９
６-

58-
５
１
１
１
）・
真
壁
福
祉
セ
ン

タ
ー
保
健
福
祉
課
（

０
２
９
６

-

54-

２
４
４
１
）

※
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
で
申
請

　

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

桜
川
市
交
通
遺
児
手
当
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

児
童
福
祉
課

　

交
通
遺
児
と
は
、
交
通
事
故
に

よ
り
父
も
し
く
は
母
ま
た
は
双
方

を
失
っ
た
義
務
教
育
終
了
前
の
子

で
す
。

　

手
当
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
方
は
、
桜
川
市
に
住
所

を
有
す
る
遺
児
を
養
育
す
る
父
ま

た
は
母
お
よ
び
遺
児
と
生
計
を
一

に
し
現
に
こ
れ
を
養
育
し
て
い
る

方
で
す
。
手
当
の
額
は
、
遺
児
一

人
に
つ
き
月
額
２
千
円
と
し
、
支

給
期
間
は
申
請
を
受
理
し
た
月
の

翌
月
か
ら
消
滅
し
た
日
の
属
し
た

月
ま
で
で
す
。
手
当
は
、
毎
年
９

月
お
よ
び
３
月
の
２
期
に
そ
れ
ぞ

れ
の
月
分
ま
で
支
給
し
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
書
類
／
交
通
遺

児
手
当
受
給
申
請
書
・
被
災
状
況

申
立
書

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
児
童

福
祉
課
（

０
２
９
６-

75-

３
１
１
１
）・
大
和
庁
舎
保
健

福
祉
課
（

０
２
９
６-

58-

５
１
１
１
）・
真
壁
福
祉
セ
ン

タ
ー
保
健
福
祉
課
（

０
２
９
６

-
54-

２
４
４
１
）

０
２
９
６-

55-

１
１
１
１
代

表
）　

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

市
長
と
語
ろ
う
！
「
市
民
の

日
」

秘
書
広
報
課

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
行
政
に

反
映
す
る
た
め
に
、
市
長
と
語
り

合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
話
題
は
な

ん
で
も
結
構
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す

■
日
時
／
５
月
22
日
（
月
）
９
時

〜
16
時

■
場
所
／
大
和
中
央
公
民
館

■
問
合
先
／
秘
書
広
報
課
（

０
２
９
６-

58-

５
１
１
１
・
内

線
１
２
６
７
）

※
次
回
の
『
市
民
の
日
』
は
、
６

月
26
日
（
月
）
真
壁
庁
舎
１
階
会

議
室
で
行
い
ま
す
。

必
着

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
都
市
整

備
課
建
築
指
導
係
（
〒
３
０
９

-

１

２

９

３

桜

川

市

羽

田

１
０
２
３
・

０
２
９
６-

58-

５
１
１
１
内
線
１
２
５
３
）

　

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

(

一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生)

自
衛
隊
茨
城
地
方
連
絡
部

筑
西
募
集
事
務
所

■
受
付
期
限
／
５
月
12
日
（
金
）

■
応
募
資
格

 

・
22
歳
以
上
26
歳
未
満
で
大
学
卒

　

業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
方
・

　

20
歳
以
上
22
歳
未
満
は
大
卒
者

　

（
平
成
19
年
３
月
卒
業
見
込
み

　

を
含
む
。）

 

・
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
院
修

　

士
課
程
修
了
者
（
見
込
み
）
は
、

　

28
歳
未
満
（
海
上
技
術
幹
部
候

　

補
生
は
、
理
学
ま
た
は
工
学
課

　

程
修
了
者
に
限
る
。）

■
試
験

 

・
１
次
／
５
月
20
日
（
土
）
、
５

　

月
21
日
（
飛
行
要
員
の
み
）

 

・
２
次
／
６
月
20
日
（
火
）
〜
22

　　　　　(

木
）の
う
ち
指
定
す
る
１
日

 

・
３
次
／
７
月
20
日(

木)

〜
８
月

 　

３
日
（
木
）（
飛
行
要
員
の
み
）

■
入
隊
時
期
／
平
成
19
年
３
月
下

旬
〜
４
月
上
旬

■
問
合
先
／
自
衛
隊
茨
城
地
方

連
絡
部 

筑
西
募
集
事
務
所
（

０
２
９
６-

22-

７
２
３
９
）

　

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

第
１
回
桜
川
市
民
ゴ
ル
フ
大

会桜
川
市
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
連
盟

■
期
日
／
５
月
24
日
（
水
）

■
会
場
／
筑
波
学
園
ゴ
ル
フ
倶
楽

部■
参
加
資
格
／
市
内
在
住
お
よ
び

職
域
を
有
す
る
も
の

■
募
集
人
員
／
２
百
人

■
プ
レ
ー
費
／
７
千
円（
食
事
込
・

キ
ャ
デ
ィ
な
し
・
税
別
）

■
参
加
料
／
３
千
５
百
円
（
申
込

時
納
入
）

■
申
込
期
間
／
５
月
12
日
（
金
）

ま
で

※
期
日
厳
守
・
申
込
用
紙
は
各
体

育
館
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

■

問

合

せ
・

申

込

先

／

岩

瀬

体

育

館
（

０

２

９

６

-

75-

６
６
０
０
）・
大
和
中
央

公
民
館
（

０
２
９
６-

58-

７
１
１
７
）・
真
壁
体
育
館
（

０
２
９
６-

54-

０
７
５
３
）

　

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グＪ

Ｒ
東
日
本

■
日
時
／
５
月
21
日(

日)

■
受
付
時
間
／
９
時
〜
11
時(

受

付
後
順
次
ス
タ
ー
ト)

■
コ
ー
ス
／
岩
瀬
駅
↓
山
王
神
社

↓
不
動
の
滝
↓
御
嶽
山
↓
雨
引
山

(

東
屋)

↓
雨
引
観
音
↓
雨
引
千

勝
神
社
↓
リ
ン
リ
ン
ロ
ー
ド
雨
引

休
憩
所
↓
同
ロ
ー
ド
岩
瀬
休
憩
所

↓
岩
瀬
駅(

１
３.

９
km)

■
募
集
人
員
／
５
百
人　

■
参
加
費
／
無
料　

■
申
込
締
切
／
５
月
17
日
（
水
）

※
当
日
受
付
可

■
特
典
／
リ
ン
リ
ン
ロ
ー
ド
岩
瀬

休
憩
所
で
、
手
打
ち
常
陸
秋
そ
ば

の
お
も
て
な
し

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
Ｊ
Ｒ
東
日

本「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
事
務
局
」

（

03-

５
４
４
７-

０
９
７
３
）

平
成
19
年
産
作
付
か
ら
品
目

横
断
的
経
営
安
定
対
策
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す

農
林
課

　

農
業
従
事
者
の
減
少
や
高
齢
化

な
ど
農
業
の
生
産
構
造
が
急
速
に

変
化
し
、
今
後
の
地
域
農
業
が
危

ぶ
ま
れ
る
中
、
意
欲
と
能
力
の
あ

る
担
い
手
が
中
心
と
な
る
力
強
い

農
業
構
造
を
確
立
す
る
た
め
、
こ

れ
ま
で
品
目
別
に
講
じ
ら
れ
て
き

た
施
策
が
見
直
さ
れ
、
支
援
の
対

象
を
認
定
農
業
者
や
集
落
営
農
な

ど
に
限
定
し
、
そ
の
経
営
の
安
定

を
図
る
対
策
が
品
目
横
断
的
経
営

安
定
対
策
で
す
。

 

対
象
の
担
い
手

■
対
象
者
／
認
定
農
業
者
ま
た
は

一
定
の
条
件
を
備
え
る
集
落
営
農

組
織
な
ど
で
す
。 

■
経
営
規
模
／
認
定
農
業
者
で

４
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
、
集
落
営
農

組
織
で
は
20
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
で

す
。
な
お
、
中
山
間
地
域
や
生
産

調
整
に
応
じ
た
特
例
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

 

支
援
の
内
容

■
諸
外
国
と
の
生
産
条
件
格
差
の

補
て
ん
（
麦
・
大
豆
な
ど
）
／
現

在
の
麦
価
は
、
入
札
価
格
に
麦
作

経
営
安
定
資
金
な
ど
が
加
算
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
今
後
は
入
札
価
格

に
「
過
去
の
生
産
実
績
に
基
づ
く

支
払
」
と
「
毎
年
の
生
産
量
・
品

質
に
基
づ
く
支
払
」
が
加
算
さ
れ

ま
す
。

■
収
入
・
所
得
の
変
動
を
緩
和
す

る
た
め
の
補
て
ん
（
米
・
麦
・
大

豆
な
ど
）
／
品
目
毎
の
基
準
収
入

と
当
該
年
の
収
入
と
の
差
額
を
合

算
・
相
殺
し
、
減
収
額
の
９
割
を

補
て
ん
す
る
仕
組
み
で
す
。 

■
問
合
先
／
農
林
課
農
政
係
（

募　

集

健
康
・
福
祉

お
知
ら
せ
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石い
し

川か
わ　

章
あ
き
ら

さ
ん

（

０
２
９
６-

58-

５
０
５
４
）

■
日
時
／
毎
月
27
日　

９
時
〜
12

時
（
該
当
日
が
、
日
曜
日
・
祝
日

の
場
合
は
翌
日
）

■
場
所
／
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
「
シ
ト
ラ
ス
」

　

最
近
の
報
道
な
ど
で
も
ご
存
じ

の
よ
う
に
、
医
療
費
の
伸
び
が
大

き
く
な
っ
て
お
り
、
国
保
事
業
の

財
政
状
況
は
年
々
厳
し
く
な
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
3
町
村
の
合

併
時
の
協
議
事
項
に
よ
り
国
保
税

の
税
率
を
平
成
18
年
度
か
ら
統
一

す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
国
保
税
の

税
率
を
平
成
18
年
度
か
ら
左
記
の

と
お
り
改
正
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
加
入
者
の
皆
様
の
ご

理
解
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
、国
民
健
康
保
険（
以

下
「
国
保
」）
に
加
入
の
皆
様
（
被

保
険
者
）
に
は
、
国
保
事
業
に

対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
国
保
事
業
は
、
加
入
さ
れ

て
い
る
皆
様
が
納
め
る
国
保
税
と

国
・
県
の
補
助
金
な
ど
に
よ
り
運

営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

10

国
民
健
康
保
険
税
が

改
正
に
な
り
ま
し
た

国
民
年
金
課

(

０
２
９
６-

58-

５
１
１
１

 

／
内
線
１
１
３
８
・
１
１
３
９)

　

春
の
行
政
相
談
週
間
（
5

月
22
日
（
月
）
〜
28
日
（
日
））

が
始
ま
り
ま
す
。

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
例

え
ば
、「
わ
か
り
づ
ら
い
道
路

案
内
標
識
を
改
善
し
て
ほ
し

い
。」「
新
し
い
住
宅
地
に
郵
便

ポ
ス
ト
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。」

「
施
設
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
し

て
ほ
し
い
。」
な
ど
、
困
っ
て

い
る
こ
と
、
望
ん
で
い
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

こ
ん
な
時
、
行
政
相
談
委
員

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
市
民
の

皆
様
の
声
を
地
域
の
笑
顔
に

変
え
る
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま

す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
下
記
の

3
人
の
方
が
行
政
相
談
委
員
と

し
て
活
動
し
て
お
り
、
次
の
と

お
り
行
政
相
談
所
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
相
談
は
、
無
料
で
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員
お
よ
び
行
政
相

談
に
つ
い
て
の
お
問
合
わ
せ

総
務
省
茨
城
行
政
評
価
事
務

所
行
政
相
談
課
（

０
２
９-

２
２
１-

３
３
４
７
代
表
）

　

行
政
相
談
委
員
が

　
　

地
域
に
笑
顔
を
お
届
け
し
ま
す

仙せ
ん

波ば　

藤ふ
じ

浩ひ
ろ

さ
ん

（

０
２
９
６-

75-

２
４
５
２
）

■
日
時
／
毎
月
第
2
水
曜
日　

13

時
〜
15
時

■
場
所
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

古こ

谷や

野の　

千ち

鶴づ

子こ

さ
ん

（

０
２
９
６-

55-

０
２
５
９
）

■
日
時
／
５
月
23
日　

9
時
30
分

〜
12
時

■
場
所
／
真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ー

国
民
健
康
保
険
条
例(

本
人
負

担
分)

が
改
正
に
な
り
ま
し
た       

　

公
費
負
担
医
療
の
利
用
者
負
担

の
見
直
し
に
よ
り
、
次
の
医
療
に

つ
い
て
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら

本
人
負
担
分
が
変
わ
り
ま
し
た
。

■
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福

祉
に
関
す
る
法
律
第
32
条
の
規
定

に
よ
る
通
院
医
療
／
５
％
（
改
正

前
）
↓
10
％
（
改
正
後
）

■
結
核
予
防
法
第
34
条
の
規
定
に

よ
る
医
療
／
０
％
（
改
正
前
）
↓

５
％
（
改
正
後
）

区　分 税　率 備　　　　　　　　考

医　
　

療　
　

分

所得割 7.00% 所得割：あなたの世帯の加

入者の所得に応じて計算

した額

資産割：あなたの世帯の加

入者が持っている土地、

家屋などの資産に応じて

計算した額

平等割：加入者 1人につき、

いくらと計算した額

均等割：1 世帯いくらと計

算した額

資産割 28.00%

平等割 20,000円

均等割 28,000円

介　
　

護　
　

分

所得割 1.20%

資産割 4.50%

平等割 7,000円

均等割 3,000円

区　分
税　　　　　　　　率

岩 瀬 地 区 大 和 地 区 真 壁 地 区

医　
　

療　
　

分

所得割 6.40% 8.20% 8.00%

資産割 23.00% 44.00% 38.00%

平等割 26,000円 30,000円 27,000円

均等割 18,000円 26,000円 23,000円

介　
　

護　
　

分

所得割 0.88% 0.70% 1.40%

資産割 ーーー 4.40% 4.90%

平等割 ーーー 2,700円 4,000円

均等割 9,000円 4,500円 6,000円

■改正後の税率（平成 18年 4月から）

■改正前の税率（平成 18年３月まで）

問
合
先
／
桜
川
市
総
務
課
庶
務
係

（

０
２
９
６-

58-

５
１
１
１

代
表
）
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こ
の
ビ
デ
オ
映
像
は
、
平
成
13

年
か
ら
平
成
15
年
度
に
撮
影
し
た

も
の
で
、
旧
真ま

壁か
べ

町ま
ち

各
地
に
伝
承

さ
れ
て
い
る
、
主
な
年
中
行
事
や

祭
礼
を
50
分
間
に
ま
と
め
た
も
の

で
す
。

収
録
し
た
お
も
な
行
事
は

・ 「
塙

は
な
わ

世ぜ

の
ナ
ラ
シ
モ
チ
と
ど
ん

ど
焼
き
」

・「
羽は

鳥と
り

地
区
上う

え

坪つ
ぼ

の
大だ

い

同ど
う

講こ
う

」

・ 「
加か

波ば

山さ
ん

講こ
う

と
加
波
山
の
辻つ

じ

祈き

祷と
う

」

・ 「
サ
サ
ガ
ミ
サ
マ
と
五ご

味み

田た

の

ヨ
ウ
カ
ま
つ
り
」

・ 「
古ふ

る

城し
ろ

の
初は

つ

午う
ま

行
事
と
ス
ミ
ツ

カ
レ
」

・ 「
真
壁
の
祇ぎ

園お
ん

祭
典
と
東

ひ
が
し

山や
ま

田だ

の
焼
き
も
ち
祇
園
」

・ 「
五ご

所し
ょ

駒こ
ま

瀧
が
た
き

神
社
の
か
っ
た
て

祭
」

・「
酒さ

か

寄よ
り

地
区
の
熊く

ま

野の

神
社
祭さ

い

礼れ
い

」

・「
下し

も

谷や

貝が
い

北き
た

島じ
ま

の
地じ

蔵ぞ
う

講こ
う

」

・「
仲な

か

町ま
ち

の
お
不
動
様
と
万ま

ん

灯ど
う

会え

」

・「
新し

ん

宿
じ
ゅ
く

町
ち
ょ
う

の
お
不
動
様
」

・「
高た

か

上
じ
ょ
う

町ま
ち

の
花
ま
つ
り
」

　

大
同
講
や
酒
寄
熊
野
神
社
の

祭
礼
な
ど
、
筑
波
・
加
波
山
麓
に

見
ら
れ
る
貴
重
な
ま
つ
り
の
ほ
か

に
、花
祭
り
や
不
動
ま
つ
り
な
ど
、

商
店
街
の
お
堂
で
今
も
伝
え
ら
れ

て
い
る
小
さ
な
信
仰
も
、
庶
民
の

さ
さ
や
か
な
願
い
や
思
い
と
し
て

映
像
に
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
ビ
デ
オ
は
、
そ
の
行
事
を
後

世
に
伝
え
、
受
け
継
い
で
い
く
た

め
の
記
録
と
し
て
制
作
さ
れ
た
も

の
で
す
。
歴
史
民
俗
資
料
館
の
ほ

か
、
各
公
民
館
の
図
書
室
に
も
用

意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

西
暦
７
０
０
年
、
道ど

う

昭
し
ょ
う

と
い

う
名
の
僧
が
遺
言
に
よ
り
火
葬
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
日
本
で
最

初
の
火
葬
で
あ
る
と
当
時
の
書
物

に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
道
昭
は
、

中
国
留
学
中
に
玄げ

ん

奘
じ
ょ
う

（
三さ

ん

蔵ぞ
う

法ほ
う

師し

の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
人
物
）
に

仏
教
を
教
わ
っ
た
僧
侶
で
す
。
そ

れ
ま
で
広
く
行
わ
れ
て
い
た
土
葬

と
は
全
く
異
な
る
火
葬
は
、
当
時

最
新
の
思
想
・
学
問
で
も
あ
っ
た

仏
教
と
共
に
日
本
に
広
ま
り
、
中

国
文
化
に
強
い
憧
れ
を
持
つ
都
の

貴
族
・
僧
侶
を
中
心
と
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

  

今
回
、
紹
介
す
る
壺つ

ぼ

は
、
大お

お

国く
に

玉た
ま

地
区
で
出
土
し
た
も
の
で
す
。

ほ
ぼ
完
全
な
形
で
、
蓋ふ

た

を
伴
っ
て

お
り
、
中
に
火
葬
骨
を
入
れ
骨
壺

に
使
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
肩

に
降
り
か
か
っ
た
黄
緑
色
の
釉ゆ

う

薬や
く

が
赤
褐
色
の
器き

肌は
だ

に
流
れ
落
ち
、

史
民
俗
資
料
館
だ
よ
り

歴

No.7

 0296-55-0556

FAX 0296-20-7108

大お
お

国く
に

玉た
ま

地
内
か
ら
出
土
し
た
灰か
い

釉ゆ
う

陶と
う

器き

短た
ん

頸け
い

壺こ

「
火
葬
と
古
代
社
会 
〜
死
を
め
ぐ
る
文
化
の
受
容
〜 

」

５
月
７
日（
日
）ま
で
、
上か

み

高た
か

津つ

貝か
い

塚づ
か

ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場（
土つ

ち

浦う
ら

市
）で
展
示
公
開
中

11

灰か
い

釉ゆ
う

陶と
う

器き

蓋ふ
た

付つ
き

短た
ん

頸け
い

壺こ

桜
川
市
大
国
玉
出
土
（
個
人
蔵
）

【
資
料
紹
介
】
ビ
デ
オ
映
像

『
真
壁
の
年
中
行
事
』

〜
ふ
る
さ
と
の
祭
礼
と
信
仰 

〜　

50
分 

真
壁
町
仲
町
の
薬
師
さ
ま
（
万
灯
会
）

さくらがわ　2006.5.1

均
整
の
と
れ
た
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ

ン
と
あ
い
ま
っ
て
非
常
に
美
し
い

景
色
を
見
せ
て
い
ま
す
。
８
世
紀

後
半
か
ら
９
世
紀
初
め
頃
に
今
の

愛
知
県
（
猿さ

投な
げ

窯よ
う

）
で
作
ら
れ
た

も
の
で
、
か
な
り
の
高
級

品
で
あ
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
こ
の
壺
が

出
土
す
る
と
い

う
こ
と
は
、

中

央

の

新

し
い
文
化

で
あ
る

火
葬
の

風
習
が
都

か
ら
桜
川

周
辺
に
も
広

が
っ
て
い
た

こ
と
の
証

あ
か
し

で
す
。

  

本
資
料
は
、
現
在
、

土
浦
市
「
上か

み

高た
か

津つ

貝か
い

塚づ
か

ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場
」
の

企
画
展
「
火
葬
と
古
代
社
会
」
に

貸
出
中
で
す
。
火
葬
を
通
し
て

古
代
の
文
化
を
考
え
て
み
る
の

も
一い

っ

興
き
ょ
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ぜ

ひ
、
見
学
に
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

高
さ:

約
22
㎝

直
径:

約
20
㎝
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月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物および内容

６/16（金）

三種混合Ⅰ期初回－２回目
H17.７月～10月生
（岩瀬地区）

13:30 ～ 14:00 母子健康手帳・体温計・予診票

三種混合Ⅰ期初回－ 3回目
H17.11月生
（岩瀬・大和地区）

６/19（月）

B C G
H18.２月生または６か
月未満の未接種者

13:00 ～ 13:10

母子健康手帳 ・B C G 予診票・
体温計

３か月児育児相談（BCG接
種と同時実施）

H18.２月生 3か月児育児相談問診票

６/26（月） １歳児健診 H17.６月生 13:00 ～ 13:20
母子健康手帳・問診票・バスタ
オル

６/27（火） １歳６か月児健診 H16. 10月～11月生 13:00 ～ 13:20
母子健康手帳・問診票・バスタ
オル・ハブラシ（子供用・仕上
げみがき用）

● 6月の健診等

対象：岩瀬、大和地区の方（会場 /岩瀬福祉センター）

対象：真壁地区の方（会場 /真壁保健センター）

月　　日 医   療   機   関   名  住　 　　　　　　所 受  付  時  間

６/４（日）

友常医院 岩瀬 205 0296- 75- 2023

 9:00 ～ 12:00

13:00 ～ 16:00

( 保険証は必ず持参）

根本医院 真壁町真壁 202 0296- 55- 0027

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

６/11（日）

袖山医院本院 西桜川 1－ 43 0296- 75- 2019

なかはら整形外科医院 真壁町飯塚 496 － 1 0296- 23- 9955

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

６/18（日）

上の原病院 上野原地新田 159 － 2 0296- 75- 3128

仁保内科医院 真壁町真壁 425 0296- 23- 8088

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

６/25（日）

山王医院 岩瀬 42 0296- 75- 0600

安達医院 真壁町田 296 0296- 55- 0061

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

● 6月の休日診療当番医

６月分 健 康 ガイド

月　　日 種　　　   目 開 催 時 間 備　　　考

 ６/６（火） 精神保健ディケア  9:30 ～ 11:30 要 予 約

 ６/13（火） 精神保健ディケア  9:30 ～ 11:30 要 予 約

 ６/19（月） 心の健康相談 13:00 ～ 15:00 要 予 約

 ６/20（火） 精神保健ディケア  9:30 ～ 11:30 要 予 約

 ６/27（火） 精神保健ディケア  9:30 ～ 11:30 要 予 約

● 6月の精神保健

■会場／岩瀬福祉センターほか（内容により会場が変更になる場合があります。）

月　　日 会 場 お よ び 受 付 時 間

６/２（金） 岩瀬町農業協同組合本所 正面玄関前（13:00 ～ 16:00）

６/22（木） 桜川市役所 真壁庁舎 正面玄関ロビー（10:00 ～ 15:30）

● 6月の献血

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物および内容

６/７（水）

B C G
H18.２月生または６か
月未満の未接種者

13:10 ～ 13:30

母子健康手帳 ・B C G 予診票・
体温計

３か月児育児相談（BCG接
種と同時実施）

H18.２月生
3か月児育児相談問診票・バス
タオル

６/９（金）
ポリオ１回目

H17.10月～H18.１月
生 13:30 ～ 14:00 母子健康手帳 ・体温計・ 予診票

ポリオ２回目 H17.６月～11月生

６/15（木） ２歳児歯科健診 H16.４月～５月生 13:10 ～ 13:30
母子健康手帳・問診票・バスタ
オル

６/29（木） ３歳児健診 H15.３月～４月生 13:10 ～ 13:30
母子健康手帳・通知した内容の
もの・バスタオル

《問合先》保健福祉部 健康推進課

 0296-75-2486（直通）・3111（代表）

※平成 18年度桜川市健康カレンダーの中の「ポリオ」と「三種混合」の真壁会場の受付時間が 13：30

　～ 14：00 に変更になりました。

※先日、配布いたしました「平成18年度桜川市健康カレンダー」

の献血推進事業「ご協力いただいている事業所」の中で、(有)常

陸プレス工業所様が掲載から漏れてしまいましたことを深くお

詫び申し上げます。同カレンダーに追加ご記入をお願いいたし

ます。
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岩瀬中央公民館図書室

《児童図書》
子どもとお母さんのための童謡　　　　講談社
《一般図書》
沙門空海空の国にて鬼と宴す（一）　　 夢枕　　貘
沙門空海空の国にて鬼と宴す（二）　　 夢枕　　貘
贖　罪　　　　　　　　　　　　　　　イアン・マキューマン
桜花を見た　　　　　　　　　　　　　宇江佐真理
ミルク　　　　　　　　　　　　　　　大道　珠貴
神なき国の神々　　　　　　　　　　　中村　隆資
猫も杓子も猫かぶり　　　　　　　　　出久根達郎
遠き雪嶺　　　　　　　　　　　　　　谷　　甲州
アフリカの瞳　　　　　　　　　　　　帚木　蓬生

《児童図書》
晴れた日は図書館に行こう　　　　　　緑川　聖司・宮嶋　康子
クジャク砦からの歌声　　　　　　　　北村けんじ・石倉　欣二
この素晴らしき世界に生まれて　　　　福田　隆浩・牧野　鈴子
空のてっぺん　銀色の風　　　　　　　ひろはたえりこ・せきねゆき
ひとりぽっちのバラ　　　　　　　　　水森　亜土
彼までラブｋｍ（５～１０巻）　　　　 原田　妙子
完全版　花より男子（１～１４巻）　　 神尾　葉子
《一般図書》
國家の品格　　　　　　　　　　　　　藤原　正彦
沖で待つ　　　　　　　　　　　　　　絲山　秋子
チーム・バチスタの栄光　　　　　　　海堂　　尊
天使のナイフ　　　　　　　　　　　　薬丸　　岳
千手観音の謎　　　　　　　　　　　　平岩　弓枝
蒼火　　　　　　　　　　　　　　　　北　　重人
蒲公英草紙　　　　　　　　　　　　　恩田　　陸

《児童図書》
ロングドリーム　願いは叶う　　　　　三宮麻由子
大人と子供のための読みきかせの会　「５年間の物語」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　中井　貴恵
ずっと、いっしょだよ　　　　　　　　山本　成男
どうもいたしません　　　　　　　　　檀　　ふみ
生きかた上手　　　　　　　　　　　　日野原重明
《一般図書》
一つの花　　　　　　　　　　　　　　今西祐行･作／小沢良吉･絵
海で見つけたこと　　　　　　　　　　八束澄子･作／沢田としき･絵
ゆうびん受けのうさぎ　　　　　　　　河股規世佳･作／猪野富貴子･絵
900 回のありがとう　筋萎縮症とたたかう少年と先生の記憶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　綾野まさる･著／西村達馬･絵
さくらがさいた 2000 本桜をうえたバスの車掌さん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　小暮正夫･著／山中冬児･絵
ぼく、目が見えなくても富士山を撮る　盲導犬アイーンとともに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊志井桃雲

さくらがわ　2006.5.1

【今月のおすすめ図書】

息子たちと私　石原慎太郎

貸出期間　 本：2週間（1人 5冊）／

　　　　　 ビデオ：1週間（1人 1本）

開放時間　 9：00 ～ 17：00

休 館 日　 月曜日・祝祭日

問 合 先　 　 0296 － 55 － 0159

貸出期間　 2 週間（１人５冊まで）

開放時間　 9：00 ～ 17：00

休 館 日　 月曜日・祝祭日

問 合 先　 　 0296 － 75 － 0344

【今月のおすすめ図書】

元気　人はみんな元気に
生まれ元気の海へ還る

五木寛之

【今月のおすすめ図書】

貸出期間　 2 週間（１人５冊まで）

開放時間　 9：00 ～ 17：00

休 館 日　 月曜日・祝祭日

問 合 先　 　 0296 － 58 － 7117

空の中　有川　浩
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わが家の笑顔

　満開の桜の中、岩瀬地区の桜
さくらがわ

川磯
いそ べ

部稲
いなむら

村神社で３歳から

10歳までの子どもたちによる古式ゆかしい稚児行列が行わ

れました。

　磯
いそべ

部桜
さくらがわ

川公園の桜まつりに訪れた人たちや父兄が見守る

中、色鮮やかな衣装を身にまとった子どもたちは、おごそか

な笙
しょうぶえ

笛の音に合わせて、約400mを元気に練り歩きました。

わが家の笑顔

【表紙】 満開の桜の中、古式ゆかしい稚
ち ご

児行
ぎょうれつ

列
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　３月に家族が増えてにぎやかになりました。

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
を
ご
希
望
の
方
は
、
市
役
所
秘
書
広
報
課
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。

　アンパンマンが大好きな我が家の姫。でも最近、喋り

方がドキンちゃんに似てきたような気がします。

　バイキンマンにはならないでね。

相
あいざわ

澤　優
ゆ う か

花ちゃん （５歳 10か月・写真右）
　平成 12年６月６日生

相
あいざわ

澤　俊
しゅん

ちゃん （３歳８か月・写真左）
　平成 14年８月 31日生

相
あいざわ

澤　瑠
る い

唯ちゃん （１か月・写真中央）
　平成 18年３月９日生

【お父さん】 英樹さん　【お母さん】 明美さん

【お住まい】 大
おおくにたま

国玉地区

稲
い な ば

葉　莉
り こ

子ちゃん （３歳９か月）
　平成 14年７月 31日生

【お父さん】 正典さん　【お母さん】 香織さん

【お住まい】 真壁町
ちょう

山
やま お

尾地区
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環境にやさしい大豆インキを使用しています。

古紙配合率100％再生紙を使用しています

この広報紙は､環境保護のために古紙配合率100％の
再生紙と植物性大豆油インキを使用しています。

この広報紙は ､ 環境保護のために
古紙配合率100％の再生紙と植物性
大豆油インキを使用しています

All Japan Trial Championship

全日本トライアル選手権シリーズ第 1戦関東大会

　全日本トライアル選手権シリーズの幕開けを告

げる“06 全日本トライアル選手権シリーズ第 1

戦関東大会”が、真壁トライアルランド（真壁地

区）で開催されました。

　このトライアル競技は、専用のオートバイで、

コース途中に設けられた採点区間（セクション）

で、いかに足を着くことなく走り抜けられるかを

競う競技です。早くゴールする必要はありません

が、決められた時間を越えてしまうと、所定の減

点を課せられることになります。減点が最も少な

い、つまりはミスの最も少ないライダーが優勝と

なります。当日は、各クラスの選手をはじめ関係

者約300人が参加。国内トップクラスのライダー

の神技とも言える最高峰のテクニックに、集まっ

た約 1,800 人の観客は歓声を上げていました。


